
見送り

28年度所要額

財 務 局 評 価

妥当 見直し

見送り その他・上記評価に同じ。

行政改革推進部
評　　　価

・システム構築については、業務上必要性が認められ、規模等
　を精査して積算されており、妥当である。

見 積 概 要
（局評価）

・新たなシステムの構築により、安定した登録・更新・変更作業を効率的に行うため、必要なシ
  ステム構築経費を見積もる。

【平成28年度見積事項】　システム構築経費

27年度予算額 26年度決算額

28年度予算額

28年度見積額

年度

財 務 局 評 価 ・上記評価に同じ。

妥当 見直し

見送り その他

28年度予算額

16 屋外広告業登録台帳システム（都市整備局都市づくり政策部） 運 用 開 始

システム概要
・屋外広告業の新規登録、更新、変更等は、東京都が一元的に申請受理・登録手続・台帳記載、
　登録通知書交付等を管理しており、当該業務を管理・支援するためのシステムである。

課題・問題点
・現状、当該業務は、直営で作成したデータベースにて運営している。
・しかし、ＯＳのバージョンアップなどが原因で複数個所に不具合が生じており、修正対応に時
　間を要している。

行政改革推進部
評　　　価

・社会保障・税番号制度対応に伴う改修に係る経費について
　は、必要性が認められるとともに、改修内容に基づき精査さ
　れており、妥当である。
・社会保障・税番号制度対応に伴う専用回線の維持管理に係る
　経費については、必要性は認められるが、内容を踏まえた見
　直しを要する。

妥当 見直し 見送り

28年度所要額

システム概要
・都内の私立高等学校等に通う生徒に対して支給する就学支援金について、就学支援金受給台帳
　の管理、審査情報の取込、審査入力、関係帳票の出力、生徒異動情報の入力等を行うためのシ
　ステムである。

課題・問題点

・都における私学の就学支援金事務は、本システムを用い、最大19万人の生徒について集中的に
　審査しており、社会保障・税番号制度に対応するため、システム改修を行う必要がある。
・また、本事務と類似の学び直しへの支援事務の実施に向けても、同時にシステム開発が必要で
　ある。

見 積 概 要
（局評価）

・特定個人情報保護の観点から、セキュリティ強化を行う。
・また、個人番号、団体内統合利用番号、符号等の特定個人情報及び基本４情報の保有機能、事
　務システムと連携サーバとの接続機能、情報提供ネットワークを通じて取得した課税情報等の
　取込機能並びに個人番号をキー情報とした台帳管理機能を有するシステムを開発する。
・当システムの開発により、個人単位での支給情報の補足が容易となり、円滑な審査事務が実現
　する。
【平成28年度見積事項】設計・開発（再構築）経費、維持管理経費、運用経費等

28年度見積額 27年度予算額 26年度決算額136

事業評価票（情報システム関係予算）　

15 東京都就学支援金事務システム（生活文化局私学部） 運 用 開 始 平成 23 年度

百万円 13 百万円 - 百万円

133 百万円

1 百万円

1 百万円 - 百万円 -

平成 28

妥当 見直し

1 百万円

133 百万円

百万円
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